
　

其
の
後
、
国
に
控
訴
の
取
り
下
げ
を
求
め

て
弁
護
団
、
育
成
会
等
の
熱
い
様
々
な
働
き

か
け
に
よ
り
、
７
月
17
日
に
京
都
、
東
京
、

埼
玉
の
方
の
裁
判
が
、
18
日
に
は
札
幌
の
方

の
裁
判
も
無
事
国
と
の
和
解
が
、
成
立
し
選

挙
権
の
裁
判
は
終
結
し
ま
し
た
。

　

和
解
条
項
の
中
の
文
言
に
「
控
訴
人
及
び
、

利
害
関
係

人
が
次
回

の
衆
議
院

の
選
挙
及

び
参
議
院

の
選
挙
に

お
い
て
、

選
挙
人
と

し
て
投
票

す
る
こ
と

が
で
き
る
地
位
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
る
、
７
月
21
日
の
参
議
院
選
挙
に
は
、

成
年
被
後
見
人
の
方
々
の
と
こ
ろ
に
投
票
用

の
は
が
き
（
投
票
所
入
場
整
理
券
）
が
届
き
、

晴
れ
て
選
挙
権
を
行
使
さ
れ
ま
し
た
。
当
協

会
と
し
て
も
、
微
力
な
が
ら
支
援
活
動
を
行

い
、
活
動
の
成
果
を
得
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
保
険
へ
加
入
し
て
く
だ
さ
る

方
が
、
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
当
会

と
し
て
は
、
知
的
障
害
等
を
お
持
ち
の
方

の
、
有
事
の
お
り
の
一
助
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

２
年
前
よ
り
、
全
国
で
４
名
の
成
年
被

後
見
人
の
方
の
「
選
挙
権
の
回
復
を
求
め

て
提
訴
さ
れ
た
裁
判
を
育
成
会
と
力
を
合

わ
せ
て
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
、
東
京
地
裁
で
「
違
憲

判
決
」
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
が
、
国
は
控

訴
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
国
に
対

し
て
控
訴
を
取
り
下
げ
る
べ
き
だ
と
、
５

月
３
日
憲
法
記
念
日
の
日
に
、
京
都
で

「
提
訴
２
周
年　

報
告
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
前
回
と
同
じ
よ
う
に
、
近
畿
の
３

府
県
の
サ
ポ
ー
ト
協
会
（
大
阪
サ
ポ
ー
ト

協
会
、
滋
賀
県
サ
ポ
ー
ト
協
会
、
兵
庫
県

サ
ポ
ー
ト
協
会
）
と
し
て
、
後
援
名
義
と

賛
助
金
の
協
力
を
し
て
応
援
を
し
ま
し

た
。

　

５
月
27
日
に
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正

（
公
職
選
挙
法
、
第
11
条
第
１
項
１
号
の

削
除
）
の
法
案
が
、
衆
議
院
、
参
議
院
を

通
過
し
て
晴
れ
て
「
成
年
被
後
見
人
の
選

挙
権
」
は
回
復
し
ま
し
た
。

理
事
長
　
松
井
　
美
弥
子

成
年
被
後
見
人
方
の
選
挙
権
は
回
復
し
ま
し
た
。

施
設
助
成
金
の
創
設
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
よ
り
、
兵
庫
県
生
活
サ

ポ
ー
ト
協
会
の
諸
活
動
に
寄
与
し
て
頂
い

て
い
る
、
施
設
等
に
対
し
て
、
サ
ポ
ー
ト

保
険
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
助
成
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
３
月
の
総
会
で
決
定
致
し

ま
し
た
。
加
入
者
の
方
に
保
険
金
請
求
が

発
生
し
た
場
合
の
請
求
手
続
き
や
、
事
務

費
用
等
の
、
事
業
所
の
ご
負
担
の
軽
減
に

繋
が
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
保
険
の
加
入

者
の
方
も
気
遣
い
な
く
施
設
等
に
手
伝
っ

て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

事
業
所
（
施
設
等
）
に
は
、
平
成
25
年

３
月
末
の
サ
ポ
ー
ト
保
険
加
入
者
に
応
じ

て
、
９
月
以
降
に
、
施
設
助
成
金
の
お
支

払
を
開
始
す
る
手
続
き
を
進
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

毎
年
度
末
（
３
月
末
）
の
加
入
者
数
に

よ
り
、
当
会
の
規
定
に
応
じ
て
の
助
成
に

な
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
へ
の
間
接
的
な

支
援
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◦支出の部
科　　　　　目 予　算　額

管 理 費 6,569,000
会 費 支 出 960,000

事 業 費

相 談 支 援 事 業 400,000
地 域 生 活 事 業 1,110,000
就 労 支 援 事 業 230,000
権 利 擁 護 事 業 270,000

固定資産取得支出 什器備品購入支出 0 
予 備 費 予 備 費 0
支 出 合 計 額 9,539,000
当 期 収 支 差 額 1,254,703
次 期 繰 越 額 1,254,703

◦収入の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

会 費 会 費 収 入 8,437,000 8,437,360

雑 収 入
小　　　　　計 0 730

受 取 利 息 0 730
雑 収 入 0 0

預 り 金 0 0
前 期 繰 越 金 2,046,875 2,046,875
収 入 合 計 額 10,483,875 10,484,965

◦支出の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

管 理 費 5,399,000 5,347,285
会 費 会 費 支 出 910,000 880,061

事 業 費

相 談 支 援 事 業 400,000 400,000
地 域 生 活 事 業 1,580,000 1,554,546
就 労 支 援 事 業 180,000 159,430
権 利 擁 護 事 業 120,000 109,940

固 定 資 産 取 得 支 出 什 器 備 品 購 入 支 出 0 0
予 備 費 予 備 費 0 0
支 出 合 計 額 8,589,000 8,451,262
当 期 収 支 差 額 1,894,875 2,033,703
次 期 繰 越 額 1,894,875 2,033,703

◦収入の部
科　　　　　目 予　算　額

会 費 収 入 制 度 運 営 費 8,760,000

雑 収 入
小　　　　　計 0

受 取 利 息 0
雑 収 入 0

預 り 金 預 り 金 0 
前 期 繰 越 金 2,033,703
収 入 合 計 額 10,793,703

◦収入の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 56,894,000 56,894,930

◦支出の部
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 56,894,000 56,894,930

◦収入の部
科　　　　　目 予　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 59,240,000

◦支出の部
科　　　　　目 予　算　額

保 険 料 預 り 保 険 料 59,240,000

平成24年度　収 支 決 算 書

平成25年度　収 支 予 算 書

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

保険料

保険料
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一般社団法人 兵庫県知的障害児者生活サポート協会　第二期役員紹介

※保険のお問合せ　フリーダイヤル　0120-177-294
※保険以外のお問合せは上記各支部まで　　　　　　

役　　　員 選　　　　　　　　　出 氏　　名
理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県知的障害児者生活サポート協会 松井美弥子
副 理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県知的障害児者生活サポート協会 塚本　壽子
副 理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県手をつなぐ育成会 小原　冷子
理 事 中 央 推 薦 兵庫県知的障害者施設協会 岡本　　征
理 事 中 央 推 薦 兵庫県知的障害者施設協会 玉木　伸宜
理 事 中 央 推 薦 兵庫県社会福祉協議会 小林　　茂
理 事 阪 神 南 朝倉　己作
理 事 阪 神 北 須田　弘子
理 事 東 播 磨 四方　成之
理 事 北 播 磨 土肥　　修
理 事 中 播 磨 水谷　正美
理 事 西 播 磨 矢野　一隆
理 事 但 馬 森田　恒代
理 事 丹 波 細見　頼子
理 事 淡 路 向所五都子
理 事 神 戸 多田　清子
監 事 野嶋　納美
監 事 妹尾　昭吾

役員 地　区 支　　　　　部 〒 住　　　　　　　　　所 TEL FAX 氏　　名

代   

　
　
　
　
　
　
　
議   

　
　
　
　
　
　
　
員

阪 神 南
尼 崎 市 支 部 660-0893 尼崎市西難波町2-3-10 06-6419-3897 06-6419-3899 井上三枝子
西 宮 市 支 部 663-8241 西宮市津門大塚町1-47　ジョイントビル1階 0798-33-7713 0798-33-7743 山本加津美
芦 屋 市 支 部 659-8501 芦屋市精道町7-6　 芦屋市福祉事務所内 0797-38-2043 0797-23-1006 朝倉　己作

阪 神 北

伊 丹 市 支 部 664-0015 伊丹市昆陽池2-10　障害者福祉センター内 072-770-5410 072-770-5610 小松しのぶ
宝 塚 市 支 部 665-0825 宝塚市安倉西4-1-7 0797-86-9883 0797-86-9299 須田　弘子
川 西 市 支 部 666-0013 川西市美園町12-11 072-755-1273 072-755-0260 三木　貴子
三 田 市 支 部 669-1506 三田市志手原1323-3 079-563-2933 同　左 三木　尚美
猪 名 川 町 支 部 666-0236 川辺郡猪名川町北田原字南山14-2　猪名川町社会福祉協議会内 072-766-2592 072-766-0900 奥西　早苗

東 播 磨

明 石 支 部 674-0051 明石市大久保町大窪2752-1　大地の家内 078-934-1212 078-934-8952 四方　成之
加 古 川 市 支 部 675-8577 加古川市加古川町寺家町177-12　加古川市総合福祉会館内 079-422-8899 同　左 岡田佳奈子
高 砂 市 支 部 676-0824 高砂市阿弥陀町南池520　育成寮内 079-448-0941 次橋由紀子
東 播 磨 支 部 675-0158 加古郡播磨町北野添1-2-59 078-943-0597 同　左 假屋　京子

北 播 磨

西 脇 市 支 部 677-0025 西脇市大野175　ワークホームタンポポ内 0795-22-8149 同　左 大隅　克己
三 木 市 支 部 673-0743 三木市口吉川町桾原150 0794-88-2330 同　左 湯澤　秀秋
小 野 市 支 部 675-1378 小野市王子町801　小野市社会福祉協議会内 0794-63-2575 0794-63-5191 土肥　　修
加 西 市 支 部 675-2302 加西市北条町栗田66-1 0790-43-3870 同　左 野田　英紀
加 東 市 支 部 673-1431 加東市社26　 0795-42-2006 0795-42-9039 垣内　　努
多 可 町 支 部 679-1133 多可郡多可町中区糀屋434-11 0795-32-3425 0795-32-4162 吉崎　敏郎

中 播 磨
姫 路 支 部 670-0955 姫路市安田3- １　姫路市自治福祉会館内 079-285-4810 079-285-4822 島田　博子
中 播 磨 支 部 679-2311 神崎郡市川町上田中194-2 0790-26-0855 050-1199-0454 水谷　正美

西 播 磨

相 生 市 支 部 678-0031 相生市旭1-6-28　総合福祉会館内 0791-22-7167 0791-23-4596 田中　文江
た つ の 市 支 部 679-4192 たつの市龍野町富永1005-1 0791-64-3204 0791-63-0863 矢野　一隆
赤 穂 市 支 部 678-0292 赤穂市加里屋81　赤穂市役所内 0791-43-6833 0791-45-3396 有馬真紀子
西 播 磨 支 部 679-4167 たつの市龍野町富永1311-3　龍野健康福祉事務所　生活福祉課 0791-63-5138 0791-63-9225 木村　政照
宍 粟 市 支 部 671-2515 宍粟市山崎町五十波390-1　地域活動支援センター さつき作業訓練所内 0790-62-8444 同　左 永峰　栄次

但　 馬

豊 岡 市 支 部 668-0053 豊岡市九日市中町75 0796-24-3660 0796-22-5255 森田　恒代
美 方 郡 支 部 669-6747 美方郡新温泉町三谷389-1　新温泉健康福祉事務所内 0796-82-3161 0796-82-3289 田野　哲夫
養 父 市 支 部 667-0021 養父市八鹿町八鹿1675　八鹿老人福祉センター内 079-662-7477 同　左 松下　講平
朝 来 市 支 部 669-5152 朝来市山東町楽音寺118 079-676-5215 079-676-4665 藤本　義性

丹　 波
丹 波 市 支 部 669-3602 丹波市氷上町常楽209-1 丹波市社会福祉協議会内 0795-82-4631 0795-82-4519 上田棟次郎
篠 山 市 支 部 669-2205 篠山市網掛301　篠山市社会福祉協議会内 079-590-1112 079-590-1123 細見　頼子

淡　 路
洲 本 市 支 部 656-0011 洲本市炬口2-9-11　子育て支援センター内 0799-22-0209 同　左 向所五都子
淡 路 市 支 部 656-2292 淡路市生穂新島8　淡路市健康福祉部社会福祉課内 0799-64-2510 0799-64-2529 元井　浩孝
南 あ わ じ 市 支 部 656-0192 南あわじ市広田広田1064　南あわじ市福祉課内 0799-44-3002 0799-44-3032 後藤　直子

神　 戸 神 戸 市 支 部 653-0014 神戸市長田区御蔵通4-205-2　育成会会館1Ｆ 078-515-5242 078-515-5244 石井美代子
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「
Ａ
Ｉ
Ｕ
」
保
険
に
加
入
し
て

宝
塚
市
　
志
儀
　
和
恵

　
「
今
す
ぐ
に
こ
の
紹
介
状
を
持
っ
て
大
学

病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
」
と
か
か
り
付

け
の
先
生
の
言
葉
。
こ
ん
な
に
早
く
突
然
に

く
る
と
は
…
。

　

透
析
が
必
要
な
こ
と
、
知
的
と
自
閉
症
を

合
わ
せ
持
つ
37
才
の
息
子
。
透
析
セ
ン
タ
ー

で
の
治
療
が
難
し
く
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

で
全
身
麻
酔
で
の
透
析
。
そ
の
時
に
、
腎
臓

の
悪
化
の
原
因
が
み
つ
か
り
手
術
が
必
要
と

の
事
で
し
た
。
ま
た
、
事
前
検
査
で
血
栓
が

み
つ
か
り
、
３
週
間
の
治
療
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
手
術
に
こ
ぎ
つ
け
て
、

67
日
間
の
長
い
入
院
で
元
の
生
活
に
戻
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
人
が
入
院
生
活
を
受
け
入
れ
た
事
。
入

所
し
て
い
た
の
で
支
援
員
さ
ん
の
協
力
を
受

け
な
が
ら
、
介
護
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
頼
り
に
な
っ
た
の

が
生
活
サ
ポ
ー
ト
保
険
で
し
た
。
入
院
が
長

く
な
る
と
、
入
院
費
と
は
別
に
諸
費
用
が
予

想
外
に
か
か
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
「
あ
る
日

突
然
に
…
」
は
い
り
ま

せ
ん
が
で
も
、
や
っ
て

来
る
の
で
す
。
備
え
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
又
村
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

伊
丹
市
　
小
松
　
し
の
ぶ

　

平
成
25
年
７
月
９
日
に
、
平
成
25
年
４
月

よ
り
施
工
さ
れ
て
い
る
「
総
合
支
援
法
」
に

つ
い
て
、
又
村
氏
よ
り
詳
し
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
法
律
の
こ
と
は
何
度
聞
い
て

も
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
な
あ
と
思
い
な

が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
又
村
先
生
の
お

話
に
い
つ
の
間
に
か
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、

少
し
ず
つ
頭
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

「
自
立
支
援
法
」
か
ら
「
つ
な
ぎ
法
」「
総
合

支
援
法
」
へ
の
移
り
変
わ
り
を
詳
し
く
話
し

て
い
た
だ
き
、「
法
律
の
目
的
、
理
念
」
と

い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
事
に
驚

き
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
総
合
支
援
法
」
に
変
わ
っ
た
事

で
今
後
、
育
成
会
が
ど
う
い
っ
た
運
動
を
す

る
べ
き
か
、
ど
う
あ

る
べ
き
か
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
分
り
易
く
お
話
し

て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
各
都
道
府
県

や
市
町
村
に
お
け
る

育
成
会
の
活
動
も
変

わ
っ
て
く
る
、
変
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

地
道
な
運
動
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
達
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
対
し
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
が
明
確
に
な
り
、
大
き
な

前
進
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
支
援
法
が
一
般
社
会
に
浸
透

し
、
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
時
間
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
が
、「
自
分
な
り
に
、
自
分
ら

し
く
」
子
ど
も
達
が
生
き
や
す
い
世
の
中
に

し
て
い
く
努
力
を
親
と
し
て
や
り
遂
げ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

映
画
「
ち
づ
る
」
を
観
て

三
田
市
　
三
木
　
尚
美

　

こ
の
映
画
は
、

重
度
の
自
閉
症
と

知
的
障
が
い
を
持

つ
妹
さ
ん
と
お
母

さ
ん
の
あ
り
の
ま

ま
の
日
常
の
姿

を
、
大
学
生
で
あ

り
、
お
兄
さ
ん
で
も
あ
る
赤
崎
監
督
が
カ
メ

ラ
を
通
し
て
表
現
さ
れ
た
、
今
ま
で
に
な
い

と
て
も
新
鮮
な
映
画
で
し
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
し
た
の
で
、
作
ら
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
観
る
の
と
は
違
い
、
色
々
な
事
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

映
像
か
ら
は
、
妹
の
千
鶴
さ
ん
が
純
粋
で

優
し
い
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
と
て
も

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
重
い
障
が
い
が
あ
っ

て
も
自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
持
ち
、
泣
い

た
り
笑
っ
た
り
生
き
生
き
暮
ら
し
て
お
ら
れ

る
千
鶴
さ
ん
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
は
千
鶴

さ
ん
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
極
め
細
や

か
に
接
し
て
お
ら
れ
る
な
あ
と
感
じ
ま
し

た
。
大
ざ
っ
ぱ
で
放
任
主
義
な
所
も
あ
る
私

自
身
の
子
育
て
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し

た
。
説
明
す
る
よ
り
、
あ
り
の
ま
ま
を
見
て

も
ら
う
事
で
知
っ
て
も
ら
い
、
分
か
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
事
を
、
私
自
身

が
気
付
か
さ
れ
た
映
画
で
し
た
。

●
保
険
請
求
の
ご
相
談
、
補
償
内
容
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６-

６
９
４
１-

５
１
８
７

　
　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

０
１
２
０-

１
７
７-

２
９
４

●
保
険
加
入
の
お
問
合
わ
せ
は

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
知
的
障
害
児
者

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８-

８
９
１-

４
１
７
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
８-

８
９
１-

４
１
８
８

　

サ
ポ
ー
ト
通
信
№
10
の

発
送
作
業
は
、
神
戸
市
の

「
ワ
ー
ク
み
く
ら
」
の
み
な

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

「赤崎監督」
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